
ヘンシェル・クァルテット

公開マスタークラス
9月29日（日）開催の本公演に先駆けて、ヘンシェル・クァルテットが「弦楽四重奏」について若手
演奏家に指導するマスタークラスを開催します。受講生は、弦楽四重奏を学ぶ高校生や若手演
奏家で組まれた２組の弦楽四重奏団。世界の第一線で活躍を続けながら、後進の育成にも力を
いれるヘンシェル・クァルテットによるトップレベルの指導をどうぞご覧ください。
（通訳：後藤彩子/ヴィオラ奏者）

ラナンキュラス カルテット

永尾 鈴（1st Vn） 宅野 りのか（2nd Vn） 尾崎 晴野（Va） 堀内 美雛（Vc）

京都堀川音楽高等学校 3年在学中。同学年で結成。

♪ベートーヴェン：弦楽四重奏曲 第4番 ハ短調 op.18-4 より

第1楽章

2024年9月21日（土）14:00開演（13:30開場）

滋賀県立芸術劇場 びわ湖ホール 小ホール
■料金（自由席・税込）

一般1,650円 青少年（24歳以下）550円
■チケット取り扱い・お問い合わせ
びわ湖ホールチケットセンター 077-523-7136
（10:00～19:00／火曜休館・休日の場合は翌日、8/13～18休館）
インターネット・チケット受付 https://www.biwako-hall.or.jp/

■一 般：6月16日（日）10：00～
■びわ湖ホール友の会優先：6月14日（金）10：00～

（ネット・チケットおよび電話受付のみ）

今年で活動30周年となるドイツの正統派弦楽四重奏団。ドイツの音楽一家ヘンシェル家の3人兄弟
が、マティアスと出会った1994年が国際的キャリアの始まりとなった。F.バイヤー教授、アマデウス・
クァルテット、アルバン・ベルク四重奏団などの薫陶を受け、1995年エヴィアン国際弦楽四重奏コン

クール、バンフ国際弦楽四重奏コンクール、ザルツブルクなどで入賞、翌年には大阪国際室内楽コン
クール第1位を受賞した。以来、ドイツはもとより、ヨーロッパ、アメリカ、アジアで活動を続ける。2010年
にはバチカンでローマ教皇御前演奏。マドリード王宮には、王宮が所蔵するストラディバリウスセットを

演奏するコンサートに定期的に招聘されている。2012年にはサントリーホール チェンバーミュージッ
ク・ガーデンにてベートーヴェンの弦楽四重奏曲全曲演奏を行う。同年にはヴィオラのモニカが新体制
となったドイツ弦楽四重奏協会会長に就任。イエール大学、王立北部音楽大学、メルボルン大学、東

京藝術大学などに度々招聘されて後進の指導にあたるほか、バイエルン州と協力して子供たちのた
めのプロジェクトに取り組むなど、巨匠たちから得た貴重な伝統を次世代に繋ぐことにも注力している。

■講師 ヘンシェル・クァルテット
    クリストフ・ヘンシェル/ダニエル・ベル（Vn） モニカ・ヘンシェル（Va） マティアス・バイヤー＝カルツホイ（Vc）

■受講生・曲目

ルシェリア・クァルテット Le Cherien Quartet

大屋 響／谷本沙綾（Vn） 山之内真梨（Va） 村上真璃南（Vc）

2023年、プロジェクトQ・第21章の参加を機に結成する。メンバーは相愛高等学校ならびに相愛大学卒業
 生、京都市立芸術大学卒業生から成る。「ルシェリア」は、フランス語でLe lien「絆、縁」Cheri「大切な人、
愛する人」の２つが合わさった言葉で、音楽を共に作り上げる仲間との絆、音楽を通して出逢えた人々との
ご縁を大切にしたいという想いを込めて名付けた。小栗まち絵、大谷玲子、上森祥平に師事。

♪モーツァルト：弦楽四重奏曲 第16番 変ホ長調 K.428 より

ヒアリング
ループマーク

室内楽への招待

ヘンシェル・クァルテット
 9月29日(日) 14：00開演

びわ湖ホール小ホール

本公演

文化庁文化芸術振興費補助金

劇場・音楽堂等機能強化推進事業

（劇場・音楽堂等機能強化総合支援事業）

独立行政法人日本芸術文化振興会

主催：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール
助成：公益財団法人日本室内楽振興財団
協力：日本音楽財団（日本財団助成事業）
第54回滋賀県芸術文化祭参加事業

(c) HPRemark

※6歳以上入場可。 ※都合により、内容が変更になる場合があります。※びわ湖ホール友の会優先発売期
間中の窓口販売はありません。※お申し込みいただいたチケットのキャンセル、変更はできません。※チ
ケットお申し込み後、期限内に所定の手続きをされなかった場合は、チケットの販売・引渡しをお断りいたし
ます。※びわ湖ホールではテレコイル機能のついた補聴器や人工内耳を使用されている方は、テレコイル
モードに切り替えるとヒアリングループを使用した音声をお楽しみいただけます。

助成：
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